
(57)【要約】

創傷プロテクタ及びレトラクタ器具１はスリーブ２、弾

性材料の遠位側リング３により提供される遠位側部材、

及び基端側リング４により提供される基端側部材を有す

る。スリーブ２はリング３の周りを案内され、幾分プー

リのようにして遠位側リング３と相対的に軸方向に自由

に動く。基端側リング４はスリーブ２に、本実施例では

その基端側内端部に固定される。スリーブ２の端部は、

つかみリング１５で補強されたハンドル又はつかみ部で

ある。スリーブは基端側リング４から延長し、スリーブ

２の内層２ａと外層２ｂ間に遠位側リング３が入る。弾

性遠位側リングは丸めて切開創６の中に挿入される。次

にスリーブ２を上向きに引張る。スリーブ２を上向きに

引張ると、外層２ｂは引き上げられ、内層２ａはリング

３の周囲に引き寄せられる。この結果、基端側リング４

と遠位側リング３間の軸方向長さが短くなり、スリーブ

が伸張され、かつ切開創の創縁に開創力が作用する。切

開創が開創されると、創縁はスリーブで保護される。開

創時、例えば外科医が手及び／又は器具を挿入して処置

を行うためのアクセスポートが提供される。この器具は
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 軸 方 向 の 長 さ を
短 く す る べ く 、 前 記 ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 き 上 げ る た め の 基 端 側 つ か み 部 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 つ か み 部 を 解 放 し た と き 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 間 の 短 く し た 軸 方 向 の
長 さ が 、 追 加 の 固 定 手 段 を 必 要 と す る こ と な く 実 質 的 に 維 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 端 側 つ か み 部 が 、 前 記 ス リ ー ブ の 基 端 側 端 部 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 つ か み 部 が 、 補 強 構 造 に よ り 補 強 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い
ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 補 強 構 造 が つ か み リ ン グ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 つ か み リ ン グ が 前 記 ス リ ー ブ に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記
載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 第 １ 端 部 に お い て 前 記 基 端 側 部 材 に 固 定 さ れ 、 か つ 第 ２ 端 部 に お い て 前
記 基 端 側 部 材 の 上 を 動 き 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ
ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 第 ２ 端 部 に お い て 前 記 基 端 側 部 材 の 上 を 軸 方 向 に 滑 る こ と が で き
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 第 ２ 端 部 が 、 前 記 基 端 側 部 材 の 部 分 上 に 滑 ら せ て 受 容 さ れ 、 前 記 遠
位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の 軸 方 向 長 さ を 短 く す る 前 記 ス リ ー
ブ と 前 記 基 端 側 部 材 間 の 相 対 的 な 動 作 を 可 能 に し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８
の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス リ ー ブ を 滑 ら せ て 受 容 す る 前 記 基 端 側 部 材 の 前 記 部 分 が 、 前 記 基 端 側 部 材 の 外 側
部 分 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 第 ２ 端 部 が 前 記 基 端 側 部 材 に 対 し て 付 勢 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 基 端 側 部 材 が 前 記 ス リ ー ブ 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ １
の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 基 端 側 部 材 が 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の
軸 方 向 の 長 さ を 所 望 の 長 さ に 実 質 的 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ た 固 定 機 構 の 一 部 分 を 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク
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タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 基 端 側 部 材 か ら 、 前 記 遠 位 側 部 材 の 周 り を 延 長 し 、 前 記 基 端 側 つ か
み 部 を 提 供 す る 戻 り 部 分 を 前 記 基 端 側 部 材 の 外 側 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
１ ３ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 遠 位 側 部 材 が 遠 位 側 リ ン グ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ４ の い ず れ か
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 遠 位 側 リ ン グ が Ｏ リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 遠 位 側 リ ン グ が エ ラ ス ト マ 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 又 は
１ ６ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 基 端 側 部 材 が 基 端 側 リ ン グ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ７ の い ず れ か
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 基 端 側 リ ン グ が Ｏ リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 基 端 側 リ ン グ が 、 前 記 遠 位 側 リ ン グ に 関 し て 比 較 的 堅 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
８ 又 は １ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 柔 軟 な 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ２ ０ の い ず
れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
 　 前 記 ス リ ー ブ の 基 端 側 部 分 の た め の ガ イ ド 部 材 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ２ １ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 ガ イ ド 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 基 端 側 部 材 の た め の 受 け を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２
又 は ２ ３ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 が 、 前 記 基 端 側 部 材 の 受 け を 画 定 す る 内 向 き の 凹 み を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ２ 乃 至 ２ ４ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 基 端 側 部 材 が 基 端 側 リ ン グ か ら な り 、 か つ 前 記 凹 み が 、 前 記 基 端 側 リ ン グ の 形 状 を
補 完 す る 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク
タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 凹 み が 概 ね Ｃ 字 形 の 横 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 創 傷 プ ロ
テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 を 前 記 基 端 側 部 材 に 固 定 す る た め の ロ ッ ク を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ２ 乃 至 ２ ８ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 が 前 記 ロ ッ ク を 提 供 す る べ く 前 記 基 端 側 部 材 と 係 合 可 能 で あ る こ と を 特

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-501973 A 2006.1.19



徴 と す る 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 が 前 記 基 端 側 部 材 と の し ま り ば め で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ８ 又
は ２ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 切 開 創 の 開 創 時 に 、 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 基 端 側 部 材 と 前 記 つ か み 部 と の 間 を 延 長 す る
余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ ０ の い ず れ か に 記 載 の 創
傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 取 り 外 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 創 傷
プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が レ ト ラ ク タ の 中 に 挿 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ １ に
記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 器 官 保 定 装 置 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ３ に 記 載
の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が シ ー ル を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 シ ー ル が 前 腕 シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及
び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 シ ー ル が 器 具 シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及
び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 シ ー ル が ア イ リ ス バ ル ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ 乃 至 ３ ７ の い ず れ か
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 ス リ ー ブ の 基 端 側 部 分 の た め の ガ イ ド 部 材 を 有 し 、 か つ 前 記 ガ イ ド 部 材 に 前 記 余 分
な ス リ ー ブ 材 料 が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 が 前 記 ガ イ ド 部 材 と 共 に チ ャ ン バ を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 チ ャ ン バ が 膨 張 ポ ー ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 膨 張 時 に 、 前 記 チ ャ ン バ が 、 外 科 医 の 前 腕 又 は 器 具 の シ ャ フ ト の よ う な 物 体 の シ ー ル を
画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 そ の 間 を 少 な く と も ス リ ー ブ の 一 部 分 が 延 長 す る 第 １ の 基 端 側 取 付 部 材 と 第 ２ の 基 端 側
取 付 部 材 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器
具 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 材 が 互 い に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ ３ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
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　 前 記 取 付 部 材 が 互 い に 軸 方 向 に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 取 付 部 材 が 互 い に 相 対 的 に 回 転 方 向 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
４ 又 は ４ ５ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 取 付 部 材 が 、 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 基 端 側 部 分 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し て シ ー ル
を 形 成 す る べ く 、 互 い に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ 乃 至 ４ ６
の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 取 付 部 材 が 、 前 記 ス リ ー ブ を ね じ っ て ア イ リ ス 絞 り を 形 成 す る べ く 動 く こ と が で き
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 シ ー ル を 所 望 の 形 態 に 付 勢 す る た め の 付 勢 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
７ 又 は ４ ８ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 所 望 の 形 態 が 閉 じ た 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 付 勢 手 段 が ば ね で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ９ 又 は ５ ０ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 ば ね が コ イ ル ば ね で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び
レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 取 付 部 材 を 一 体 に 固 定 す る た め の ロ ッ ク を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ ３ 乃 至 ５ ２ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 第 ２ 取 付 部 材 が 、 前 記 ロ ッ ク を 提 供 す る べ く 前 記 第 １ 取 付 部 材 と 係 合 可 能 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ３ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 ロ ッ ク が 、 前 記 取 付 部 材 間 の ス ナ ッ プ 嵌 め 係 合 に よ り 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ５ ３ 又 は ５ ４ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 一 方 の 取 付 部 材 が 、 前 記 ロ ッ ク を 提 供 す る 他 方 の 取 付 部 材 と の し ば り ば め で あ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ ３ 又 は ５ ４ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 取 付 部 材 間 を 延 長 す る 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 開 創 ス リ ー ブ の 基 端 側 部 分 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 乃 至 ５ ６ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具
。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 取 付 部 材 間 を 延 長 す る 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 開 創 ス リ ー ブ か ら 分 離 さ れ た 連 結 ス リ
ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 乃 至 ５ ６ の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び
レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 第 １ 取 付 部 材 が リ ン グ 部 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 乃 至 ５ ８ の い ず れ
か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 第 ２ 取 付 部 材 が リ ン グ 部 材 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ 乃 至 ５ ９ の い ず れ
か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
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【 請 求 項 ６ １ 】
　 バ ル ブ を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ
器 具 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 バ ル ブ が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ
及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 バ ル ブ が 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 基 端 側 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 器 具 と 前 記 バ ル ブ と の 間 に コ ネ ク タ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ２
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が コ ネ ク タ ス リ ー ブ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ４ に 記 載 の 創 傷 プ
ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 コ ネ ク タ ス リ ー ブ が 実 質 的 に 固 定 さ れ た 長 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ５
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 前 記 バ ル ブ と 前 記 器 具 と の 間 に 柔 軟 な 継 手 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 可 鍛 性 継 手 が 前 記 バ ル ブ と 前 記 器 具 と の 間 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 前 記 バ ル ブ が 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ の 前 記 長 手 方 向 軸 に 関 し て オ フ セ ッ ト し て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 可 鍛 性 継 手 が 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 に よ り 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
８ 又 は ６ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 前 記 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 が 波 形 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の
創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 前 記 バ ル ブ が リ ッ プ シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ １ 乃 至 ７ １ の い ず れ か に 記
載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 バ ル ブ が ア イ リ ス 絞 り シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ １ 乃 至 ７ １ の い ず れ
か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 前 記 バ ル ブ が 前 腕 シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ １ 乃 至 ７ ３ の い ず れ か に 記 載
の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 前 記 バ ル ブ が 器 具 シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ １ 乃 至 ７ ３ の い ず れ か に 記 載
の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 開 創 の 形 態 か ら 解 放 す る た め の 解 放 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ ５ の
い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 解 放 機 構 が 引 張 り 器 具 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ６ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
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タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 前 記 引 張 り 器 具 が 前 記 遠 位 側 部 材 に 結 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ７ に 記 載
の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 前 記 引 張 り 器 具 が 引 ひ も か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ７ 又 は ７ ８ に 記 載 の 創 傷 プ
ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 前 記 引 ひ も が リ ボ ン か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び
レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 前 記 ス リ ー ブ が 切 開 創 の 開 創 時 に 、 前 記 基 端 側 部 材 か ら 基 端 側 に 延 長 す る 余 分 な ス リ ー
ブ 部 分 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 プ ロ テ ク タ ー 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が シ ー ル を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 前 記 シ ー ル が 前 腕 シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及
び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 前 記 シ ー ル が 器 具 シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及
び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 前 記 シ ー ル が ア イ リ ス バ ル ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ２ 乃 至 ８ ４ の い ず れ か
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 そ の 間 を 少 な く と も ス リ ー ブ の 一 部 分 が 延 長 す る 第 １ の 基 端 側 取 付 け 部 材 と 第 ２ の 基 端
側 取 付 け 部 材 と を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 取 付 部 材 が 互 い に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ８ ６ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 前 記 取 付 部 材 が 互 い に 軸 方 向 に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ７
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 前 記 取 付 部 材 が 互 い に 相 対 的 に 回 転 方 向 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８
７ 又 は ８ ８ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 前 記 取 付 部 材 が 、 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 基 端 側 部 分 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し て シ ー ル
を 形 成 す る べ く 、 互 い に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ７ 乃 至 ８ ９
の い ず れ か に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ １ 】
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　 前 記 取 付 部 材 が 、 前 記 ス リ ー ブ を ね じ っ て ア イ リ ス 絞 り を 形 成 す る べ く 動 く こ と が で き
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
　 前 記 シ ー ル を 所 望 の 形 態 に 付 勢 す る た め の 付 勢 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
０ 又 は ９ １ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
　 前 記 所 望 の 形 態 が 閉 じ た 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ２ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク
タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ４ 】
　 創 傷 レ ト ラ ク タ と 、 バ ル ブ と 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ と 前 記 バ ル ブ と の 間 の コ ネ ク タ と を
備 え る 手 術 器 具 で あ っ て 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ が 、
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ９ ５ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が コ ネ ク タ ス リ ー ブ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ４ に 記 載 の 創 傷 プ
ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ６ 】
　 前 記 コ ネ ク タ ス リ ー ブ が 実 質 的 に 固 定 さ れ た 長 さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ５
に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ７ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 、 前 記 バ ル ブ と 前 記 レ ト ラ ク タ と の 間 の 柔 軟 な 継 手 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ９ ４ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ８ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 、 前 記 バ ル ブ と 前 記 レ ト ラ ク タ と の 間 の 可 鍛 性 継 手 か ら な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ９ ４ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 ９ ９ 】
　 前 記 バ ル ブ が 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ の 前 記 長 手 方 向 軸 に 関 し て オ フ セ ッ ト し て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ８ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ ０ 】
　 前 記 可 鍛 性 継 手 が 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 に よ り 提 供 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９
８ 又 は ９ ９ に 記 載 の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ １ 】
　 前 記 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 が 波 形 形 状 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ０ に 記 載
の 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ ２ 】
　 切 開 創 を 開 創 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 患 者 に 切 開 創 を 作 る 過 程 と 、
　 長 手 方 向 軸 、 遠 位 側 部 材 、 基 端 側 部 材 、 及 び 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部
材 と の 間 を 延 長 し 、 基 端 側 つ か み 部 を 有 す る ス リ ー ブ を 備 え る 創 傷 レ ト ラ ク タ を 設 け る 過
程 と 、
　 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 切 開 創 の 中 に 延 長 し て 前 記 基 端 側 部 材 が 前 記 切 開 創 の 外 側 に 配 置 さ
れ る よ う に 、 前 記 遠 位 側 部 材 を 前 記 切 開 創 の 中 に 挿 入 す る 過 程 と 、
　 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 つ か み 部 を も っ て 前 記 ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 き 上 げ 、 前 記 遠 位 側 部
材 と 前 意 基 端 側 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 前 記 ス リ ー ブ の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る 過 程 と か
ら な る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ３ 】
　 前 記 つ か み 部 の 解 放 時 に 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 意 基 端 側 部 材 間 の 前 記 ス リ ー ブ の 短 く し
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軸 方 向 の 長 さ が 実 質 的 に 維 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ４ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 第 １ 端 部 で 前 記 基 端 側 部 材 に 固 定 さ れ 、 か つ 第 ２ 端 部 で 前 記 基 端 側 部
材 の 上 を 延 長 し て お り 、 前 記 ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 張 っ て 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側
部 材 と の 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る と き 、 前 記 ス リ ー ブ を 前 記
基 端 側 部 材 の 上 に 動 か す 過 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ２ 又 １ ０ ３ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ０ ５ 】
　 前 記 基 端 側 部 材 に 関 し て 前 記 ス リ ー ブ を 動 か す 前 記 過 程 が 、 前 記 基 端 側 部 材 の 放 射 方 向
外 側 部 分 に 対 し て 前 記 ス リ ー ブ の 一 部 分 を 滑 ら せ る 過 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
０ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ６ 】
　 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の 部 分 が ２ つ の 材 料 層
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ２ 乃 至 １ ０ ５ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ７ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 遠 位 側 部 材 の 周 り を 巻 い て 、 前 記 ２ つ の 材 料 層 を 形 成 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ０ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ８ 】
　 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ を シ ー ル す る 過 程 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ２ 乃 至 １
０ ７ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ９ 】
　 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ に シ ー ル を 取 り 付 け る 過 程 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
０ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ０ 】
　 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ に シ ー ル が 取 外 し 可 能 に 取 付 け 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ １ 】
　 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ の 基 端 側 端 部 に シ ー ル を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ２ 】
　 前 記 ス リ ー ブ の 基 端 側 端 部 に シ ー ル を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ３ 】
　 前 記 レ ト ラ ク タ が 取 付 け 部 材 を 有 し 、 か つ 前 記 シ ー ル を 前 記 取 付 け 部 材 に 取 り 付 け る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ４ 】
　 コ ネ ク タ を 用 い て 前 記 シ ー ル を 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ の 前 記 基 端 側 端 部 に 取 り 付 け る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ５ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 連 結 ス リ ー ブ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ６ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 少 な く と も 部 分 的 に 柔 軟 な 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ７ 】
　 前 記 コ ネ ク タ が 少 な く と も 部 分 的 に 可 鍛 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ １ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ８ 】
　 前 記 コ ネ ク タ を 所 望 の 形 態 に 操 作 す る 過 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ７ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ９ 】
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　 前 記 所 望 の 形 態 が 、 前 記 シ ー ル を 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ の 前 記 長 手 方 向 軸 か ら オ フ セ ッ ト
さ せ た 形 態 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ０ 】
　 前 記 ス リ ー ブ を 上 側 に 引 き 上 げ て 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ の 基 端 側 に 延 長 す る 余 分 な ス リ
ー ブ 部 分 を 設 け る 過 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ １ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 切 除 す る 過 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ２ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 前 記 レ ト ラ ク タ の 中 に 挿 入 す る 過 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ３ 】
　 前 記 レ ト ラ ク タ の 中 に 挿 入 さ れ た 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 に よ っ て 器 官 保 定 装 置 を 設 け
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ４ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 操 作 し て シ ー ル を 設 け る 過 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ５ 】
　 前 記 レ ト ラ ク タ が 基 端 側 取 付 け 部 材 を 有 し 、 か つ 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 前 記 取 付 け
部 材 に 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ６ 】
　 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 、 前 記 取 付 け 部 材 と 共 に チ ャ ン バ を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ７ 】
　 前 記 チ ャ ン バ が 膨 張 ポ ー ト を 有 し 、 か つ 前 記 チ ャ ン バ を 膨 張 さ せ て シ ー ル を 設 け る 過 程
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ８ 】
　 前 記 シ ー ル が リ ッ プ シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ ９ 】
　 前 記 シ ー ル が ア イ リ ス シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ ０ 】
　 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ が 前 腕 シ ー ル で シ ー ル さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ １ 】
　 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ が 器 具 シ ー ル で シ ー ル さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ８ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ ２ 】
　 前 記 切 開 創 が 、 開 創 し た 時 に 器 具 を 受 け 入 れ る 寸 法 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
０ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ ３ 】
　 前 記 切 開 創 が 、 開 創 し た 時 に 前 腕 を 受 け 入 れ る 大 き さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ ４ 】
　 前 記 切 開 創 が 、 開 創 し た 時 に 切 開 手 術 の 術 野 を 提 供 す る 大 き さ を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ０ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 レ ト ラ ク タ に 関 す る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 切 開 創 又 は 自 然 な 肉 体 の オ リ フ ィ ス
の 縁 を 開 創 し て 、 検 査 の た め 及 び ／ 又 は 手 術 的 処 置 の ア ク セ ス の た め に 器 官 又 は 肉 体 の 構
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造 を 最 大 に 露 出 さ せ る と 共 に 、 切 開 し た 組 織 の 露 出 部 分 を 保 護 す る た め の レ ト ラ ク タ に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 様 々 な レ ト ラ ク タ が 知 ら れ て い る 。 い く つ か の 公 知 の レ ト ラ ク タ は 、 使 用 が 困 難 で 扱 い
に く く 、 か つ ／ 又 は 比 較 的 高 価 で あ る 。 更 に い く つ か の 公 知 の レ ト ラ ク タ は 、 使 用 が 特 定
の 大 き さ の 切 開 創 及 び 特 定 の 患 者 の 構 造 に 制 限 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ れ ら の 問 題 の 少 な く と も い く つ か を 解 消 す る 改 良 さ れ た 創 傷 レ ト ラ
ク タ を 提 供 し 、 更 に 手 術 の 処 置 の 際 に 創 傷 を 保 護 す る 手 段 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 軸 方 向 の 長 さ を
短 く す る べ く 、 前 記 ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 き 上 げ る た め の 基 端 側 つ か み 部 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 器 具 で は 、 前 記 つ か み 部 を 解 放 し た と き 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 間 の 短
く し た 軸 方 向 の 長 さ が 、 追 加 の 固 定 手 段 を 必 要 と す る こ と な く 実 質 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 基 端 側 つ か み 部 が ス リ ー ブ の 基 端 側 端 部 に 設 け ら れ る 。 つ か み 部 は 、
つ か み リ ン グ の よ う な 補 強 構 造 に よ っ て 補 強 す る こ と が で き る 。 補 強 リ ン グ は ス リ ー ブ に
取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 ス リ ー ブ が 第 １ 端 部 に お い て 前 記 基 端 側 部 材 に 固 定 さ れ 、 か つ 第
２ 端 部 に お い て 前 記 基 端 側 部 材 の 上 を 動 く こ と が で き る 。 ス リ ー ブ は 、 第 ２ 端 部 に お い て
基 端 側 部 材 上 を 軸 方 向 に 滑 ら せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 第 ２ 端 部 が 、 前 記 基 端 側 部 材 の 部 分 上 に 滑 ら せ て
受 容 さ れ 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の 軸 方 向 長 さ を 短
く す る 前 記 ス リ ー ブ と 前 記 基 端 側 部 材 間 の 相 対 的 な 動 作 を 可 能 に し て い る 。 基 端 側 部 材 の
ス リ ー ブ を 滑 り 入 れ る 部 分 は 、 基 端 側 部 材 の 外 端 を 含 む こ と が で き る 。 ス リ ー ブ の 第 ２ 端
部 は 、 基 端 側 部 材 に 向 け て 付 勢 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 基 端 側 部 材 が ス リ ー ブ 内 に 配 置 さ れ る 。
　 前 記 基 端 側 部 材 が 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の
軸 方 向 の 長 さ を 所 望 の 長 さ に 実 質 的 に 固 定 す る よ う に 構 成 さ れ た 固 定 機 構 の 一 部 分 を 形 成
す る こ と が で き る 。
　 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 基 端 側 部 材 か ら 、 前 記 遠 位 側 部 材 の 周 り を 延 長 し 、 前 記 基 端 側 つ か
み 部 を 提 供 す る 戻 り 部 分 を 前 記 基 端 側 部 材 の 外 側 に 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 遠 位 側 部 材 が 、 Ｏ リ ン グ で あ り 得 る 遠 位 側 リ ン グ を 有 す る 。
　 遠 位 側 リ ン グ は 、 エ ラ ス ト マ 材 料 で 形 成 す る こ と が で き る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 基 端 側 部 材 が 、 Ｏ リ ン グ で あ り 得 る 基 端 側 リ ン グ を 有 す る 。
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　 基 端 側 リ ン グ は 、 遠 位 側 リ ン グ に 関 し て 比 較 的 堅 く 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ が 柔 軟 な 材 料 で 形 成 さ れ る 。
　 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 は 、 ス リ ー ブ の 基 端 側 部 分 の た め の ガ イ ド 部 材 を 有
す る こ と が で き る 。
　 ス リ ー ブ は 、 ガ イ ド 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 間 に 延 長 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ガ イ ド 部 材 は 、 基 端 側 部 材 の 受 け を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ガ イ ド 部 材 は 、 基 端
側 部 材 の 受 け を 画 定 す る 内 向 き の 凹 み を 有 す る こ と が で き る 。 或 る 実 施 例 で は 、 基 端 側 部
材 が 基 端 側 リ ン グ か ら な り 、 か つ 凹 み が 基 端 側 リ ン グ の 形 状 を 保 管 す る 形 状 を 有 し 、 例 え
ば 、 凹 み が 概 ね Ｃ 字 形 の 横 断 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 ガ イ ド 部 材 を 基 端 側 部 材 に 固 定 す る た め の ロ ッ ク を 設 け る こ と が
で き る 。 ガ イ ド 部 材 は ロ ッ ク を 提 供 す る べ く 基 端 側 部 材 と 係 合 可 能 に す る こ と が で き る 。
或 る 実 施 例 で は 、 ガ イ ド 部 材 が 基 端 側 部 材 と の し ま り ば め で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 切 開 創 の 開 創 時 に 、 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 基 端 側 部 材 と 前 記 つ か み 部
と の 間 を 延 長 す る 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 画 定 す る 。
　 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 は 取 り 外 す こ と が で き る 。 別 の 実 施 例 で は 、 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を
レ ト ラ ク タ の 中 に 挿 入 し 、 か つ こ の 場 合 に は 器 官 保 定 装 置 を 画 定 す る こ と が で き る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 、 前 腕 シ ー ル 又 は 器 具 シ ー ル の よ う な シ ー ル を
を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 こ の シ ー ル は 、 ア イ リ ス バ ル ブ を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 ス リ ー ブ の 基 端 側 部 分 の た め の ガ イ ド 部 材 を 有 し 、 か つ 前 記 ガ イ
ド 部 材 に 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 余 分 な ス リ ー ブ は 、 ガ イ ド 部 材
と 共 に チ ャ ン バ を 画 定 す る こ と が で き る 。 こ の チ ャ ン バ は 膨 張 ポ ー ト を 有 す る こ と が で き
る 。 或 る 実 施 例 で は 、 膨 張 時 に 、 前 記 チ ャ ン バ が 、 外 科 医 の 前 腕 又 は 器 具 の シ ャ フ ト の よ
う な 物 体 の シ ー ル を 画 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が 、 そ の 間 を 少 な く と も ス リ ー ブ の 一 部 分 が 延 長 す る 第 １ の
基 端 側 取 付 部 材 と 第 ２ の 基 端 側 取 付 部 材 と を 有 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ 取 付 部 材 は 、 互 い に 相
対 的 に 動 く よ う に す る こ と が で き る 。
　 取 付 部 材 は 、 互 い に 相 対 的 に 軸 方 向 に 動 く よ う に す る こ と が で き 、 か つ ／ 又 は 取 付 部 材
は 互 い に 相 対 的 に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 或 る 構 成 で は 、 前 記 取 付 部 材 が 、 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 基 端 側 部 分 の 少 な く と も 一 部 分 を
構 成 し て シ ー ル を 形 成 す る べ く 、 互 い に 相 対 的 に 動 く こ と が で き る 。 取 付 部 材 は 、 ス リ ー
ブ を ね じ っ て ア イ リ ス 絞 り を 形 成 す る よ う に 動 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が 、 閉 じ た 形 態 の よ う な 所 望 の 形 態 に シ ー ル を 付 勢 す る た め
の 付 勢 部 材 を 有 す る 。
　 こ の 付 勢 部 材 は 、 コ イ ル ば ね の よ う な ば ね と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が 、 第 １ 及 び 第 ２ 取 付 部 材 を 一 体 に 固 定 す る た め の ロ ッ ク を
更 に 備 え る 。
　 第 ２ 取 付 部 材 は 、 ロ ッ ク を 提 供 す る よ う に 第 １ 取 付 部 材 と 係 合 可 能 に す る こ と が で き る
。 ロ ッ ク は 、 取 付 部 材 間 の ス ナ ッ プ 嵌 め 係 合 に よ り 提 供 す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 例 で
は 、 一 方 の 取 付 部 材 が 、 ロ ッ ク を 提 供 す る 他 方 の 取 付 部 材 と の し ま り ば め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】

10

20

30

40

50

(12) JP 2006-501973 A 2006.1.19



　 或 る 実 施 例 で は 、 取 付 部 材 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ が 、 開 創 ス リ ー ブ の 基 端 部 で あ る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 取 付 部 材 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ が 、 開 創 ス リ ー ブ か ら 分 離 さ れ た 連 結
ス リ ー ブ で あ る 。
　 第 １ 取 付 部 材 は リ ン グ 部 材 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
　 第 ２ 取 付 部 材 は リ ン グ 部 材 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  或 る 実 施 例 で は 、 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 が 更 に バ ル ブ を 有 す る 。 こ の バ ル
ブ は 、 レ ト ラ ク タ 器 具 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 バ ル ブ が ス リ ー ブ の 基 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 器 具 と バ ル ブ と の 間 に コ ネ ク タ が 設 け ら れ る 。 こ の コ ネ ク タ は 、 コ ネ
ク タ ス リ ー ブ か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 コ ネ ク タ ス リ ー ブ は 、 実 質 的 に 固 定 さ れ た 長 さ
を 有 す る こ と が で き る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 バ ル ブ と 器 具 と の 間 に 柔 軟 な 継 手 が 設 け ら れ る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 バ ル ブ と 器 具 と の 間 に 可 鍛 性 継 手 が 設 け ら れ る 。 こ の 場 合 、 バ ル ブ は
創 傷 レ ト ラ ク タ の 長 手 方 向 軸 に 関 し て オ フ セ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 に よ っ て 可 鍛 性 継 手 が 設 け ら れ る 。 可 鍛 性 連
結 ス リ ー ブ 部 分 は 波 形 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 バ ル ブ が リ ッ プ シ ー ル で あ る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 バ ル ブ が ア イ リ ス シ ー ル で あ る 。
　 バ ル ブ は 前 腕 シ ー ル 又 は 器 具 シ ー ル と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が 開 創 形 態 か ら 解 放 す る た め の 解 放 機 構 を 有 す る 。 こ の 解 放
機 構 は 引 張 り 器 具 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 引 張 り 器 具 は 遠 位 側 部 材 に 結 合 す る こ
と が で き る 。 引 張 り 器 具 は 引 ひ も 又 は リ ボ ン か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 別 の 側 面 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 前 記 ス リ ー ブ が 切 開 創 の 開 創 時 に 、 前 記 基 端 側 部 材 か ら 基 端 側 に 延 長 す る 余 分 な ス リ ー
ブ 部 分 を 画 定 す る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 プ ロ テ ク タ ー 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 、 前 腕 シ ー ル 又 は 器 具 シ ー ル の よ う な シ ー ル を
形 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ の シ ー ル は ア イ リ ス バ ル ブ か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 別 の 側 面 で は 、 本 発 明 に よ り 、
  長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 備 え 、
　 そ の 間 を 少 な く と も ス リ ー ブ の 一 部 分 が 延 長 す る 第 １ の 基 端 側 取 付 け 部 材 と 第 ２ の 基 端
側 取 付 け 部 材 と を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 が 提 供
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ 取 付 部 材 は 、 互 い に 相 対 的 に 動 く よ う に す る こ と が で き る 。 取 付 部 材 は 、
互 い に 相 対 的 に 軸 方 向 に 動 く よ う に す る こ と が で き 、 か つ ／ 又 は 取 付 部 材 は 、 互 い に 相 対
的 に 回 転 可 能 に す る さ せ る こ と が で き る 。 或 る 場 合 に は 、 前 記 取 付 部 材 が 、 前 記 ス リ ー ブ
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の 前 記 基 端 側 部 分 の 少 な く と も 一 部 分 を 構 成 し て シ ー ル を 形 成 す る べ く 、 互 い に 相 対 的 に
動 く こ と が で き る 。 取 付 部 材 は ス リ ー ブ を ね じ っ て ア イ リ ス 絞 り を 形 成 す る よ う に 動 く よ
う に す る こ と が で き る 。 前 記 器 具 は 、 閉 じ た 形 態 の よ う な 所 望 の 形 態 に シ ー ル を 付 勢 す る
た め の 付 勢 部 材 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 別 の 側 面 で は 、 本 発 明 に よ れ ば 、
  創 傷 レ ト ラ ク タ と 、 バ ル ブ と 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ と 前 記 バ ル ブ と の 間 の コ ネ ク タ と を
備 え る 手 術 器 具 で あ っ て 、 前 記 創 傷 レ ト ラ ク タ が 、
　 長 手 方 向 軸 と 、
　 遠 位 側 部 材 と 、
　 基 端 側 部 材 と 、
　 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 す る ス リ ー ブ と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 手 術 器 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ ネ ク タ は 、 実 質 的 に 長 さ を 固 定 す る こ と が で き る コ ネ ク タ ス リ ー ブ で 構 成 す る こ と が
で き る 。 コ ネ ク タ は 、 バ ル ブ と レ ト ラ ク タ 間 の 柔 軟 な 継 手 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 別
の 実 施 例 で は 、 コ ネ ク タ は 、 バ ル ブ と レ ト ラ ク タ 間 の 可 鍛 性 継 手 か ら 構 成 す る こ と が で き
る 。 バ ル ブ は 、 創 傷 レ ト ラ ク タ の 長 手 方 向 軸 に 関 し て オ フ セ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。 可
鍛 性 継 手 は 、 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 に よ っ て 設 け ら れ る 。 可 鍛 性 連 結 ス リ ー ブ 部 分 は 波
形 形 状 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 別 の 側 面 に お い て 、 本 発 明 に よ れ ば 、
  切 開 創 を 開 創 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 患 者 に 切 開 創 を 作 る 過 程 と 、
　 長 手 方 向 軸 、 遠 位 側 部 材 、 基 端 側 部 材 、 及 び 少 な く と も 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側 部
材 と の 間 を 延 長 し 、 基 端 側 つ か み 部 を 有 す る ス リ ー ブ を 備 え る 創 傷 レ ト ラ ク タ を 設 け る 過
程 と 、
　 前 記 ス リ ー ブ が 前 記 切 開 創 の 中 に 延 長 し て 前 記 基 端 側 部 材 が 前 記 切 開 創 の 外 側 に 配 置 さ
れ る よ う に 、 前 記 遠 位 側 部 材 を 前 記 切 開 創 の 中 に 挿 入 す る 過 程 と 、
　 前 記 ス リ ー ブ の 前 記 つ か み 部 を も っ て 前 記 ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 き 上 げ 、 前 記 遠 位 側 部
材 と 前 意 基 端 側 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 前 記 ス リ ー ブ の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る 過 程 と か
ら な る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 つ か み 部 の 解 放 時 に 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 意 基 端 側 部 材 間 の 前 記
ス リ ー ブ の 短 く し 軸 方 向 の 長 さ が 実 質 的 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 ス リ ー ブ が 、 第 １ 端 部 で 前 記 基 端 側 部 材 に 固 定 さ れ 、 か つ 第 ２ 端 部 で 前 記 基 端 側 部
材 の 上 を 延 長 し て お り 、 前 記 ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 張 っ て 、 前 記 遠 位 側 部 材 と 前 記 基 端 側
部 材 と の 間 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る と き 、 前 記 ス リ ー ブ を 前 記
基 端 側 部 材 の 上 に 動 か す 過 程 を 有 す る こ と が で き る 。 こ の 方 法 は 、 基 端 側 部 材 に 関 し て ス
リ ー ブ を 動 か す 過 程 が 、 基 端 側 部 材 の 放 射 方 向 外 側 部 分 に 対 し て ス リ ー ブ の 一 部 分 を 滑 ら
せ る 過 程 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 遠 位 側 部 材 と 基 端 側 部 材 と の 間 に 位 置 す る ス リ ー ブ の 部 分 が 、 ２ つ の
材 料 層 を 有 す る 。 ス リ ー ブ は 、 遠 位 側 部 材 の 周 り を 巻 い て 、 ２ つ の 材 料 層 を 形 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 方 法 は 、 例 え ば シ ー ル を 創 傷 レ ト ラ ク タ に 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 創 傷 レ ト ラ ク
タ に シ ー ル を 取 り 外 し 可 能 に 設 け る こ と に よ っ て 、 創 傷 レ ト ラ ク タ を シ ー ル す る 過 程 を 有
す る 。 シ ー ル は 、 創 傷 レ ト ラ ク タ の 基 端 部 に 設 け る こ と が で き る 。 シ ー ル は 、 ス リ ー ブ の
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基 端 部 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 レ ト ラ ク タ が 取 付 部 材 を 有 し 、 か つ シ ー ル が 取 付 部 材 に 取 り 付 け ら れ
る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 シ ー ル が 、 コ ネ ク タ を 用 い て 創 傷 レ ト ラ ク タ の 基 端 部 に 取 り 付 け ら れ
る 。
　 コ ネ ク タ は 連 結 ス リ ー ブ と す る こ と が で き る 。 コ ネ ク タ は 、 少 な く と も 部 分 的 に 柔 軟 な
材 料 で 形 成 す る こ と が で き る 。 別 の 実 施 例 で は 、 コ ネ ク タ は 少 な く と も 部 分 的 に 可 鍛 性 材
料 で 形 成 さ れ 、 か つ 前 記 方 法 は コ ネ ク タ を 所 望 の 形 態 に 操 作 す る 過 程 を 有 す る こ と が で き
る 。 或 る 実 施 例 で は 、 所 望 の 形 態 が 、 創 傷 レ ト ラ ク タ の 長 手 方 向 軸 か ら シ ー ル を オ フ セ ッ
ト し た 形 態 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 方 法 は 、 創 傷 レ ト ラ ク タ の 基 端 側 に 延 長 す る 余 分 な ス リ ー ブ 部 分
を 提 供 す る べ く ス リ ー ブ を 上 向 き に 引 張 る 過 程 を 有 す る 。 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 方 法 は 、
余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 切 除 す る 過 程 を 有 す る 。 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 方 法 は 、 余 分 な ス リ
ー ブ 部 分 を レ ト ラ ク タ の 中 に 挿 入 す る 過 程 を 有 す る 。 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 は 、 レ ト ラ ク タ
の 中 に 挿 入 さ れ て 、 器 官 保 定 装 置 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 前 記 方 法 は 、 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 操 作 し て シ ー ル を 設 け る 過 程 を 有
す る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 レ ト ラ ク タ が 基 端 側 の 取 付 部 材 を 有 し 、 か つ こ の 取 付 部 材 に は 余 分 な
ス リ ー ブ 部 分 が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 取 付 部 材 と 共 に チ ャ ン バ を 形 成 す る 。 こ の チ ャ
ン バ は 膨 張 ポ ー ト と す る こ と が で き 、 前 記 方 法 は チ ャ ン バ を 膨 張 さ せ て シ ー ル を 設 け る 過
程 を 有 す る 。
　 シ ー ル は リ ッ プ シ ー ル ま た は ア イ リ ス 絞 り シ ー ル と す る こ と が で き る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 創 傷 レ ト ラ ク タ は 前 腕 シ ー ル で シ ー ル さ れ る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 創 傷 レ ト ラ ク タ は 器 具 シ ー ル で シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 切 開 創 は 、 開 創 し た と き に 器 具 を 受 容 す る 大 き さ を 有 す る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 切 開 創 は 、 開 創 し た と き に 前 腕 を 受 容 す る 大 き さ を 有 す る 。
　 更 に 別 の 実 施 例 で は 、 切 開 創 は 、 開 創 し た と き に 切 開 手 術 の 術 野 を 設 け る 大 き さ を 有 す
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 患 者 に 作 ら れ る 切 開 創 の 中 に 挿 入 す る た め の 遠 位 側 部 分 と 、 切 開 創 か
ら 患 者 の 外 側 へ 延 長 す る 基 端 側 部 分 と を 有 す る レ ト ラ ク タ 部 材 と 、
前 記 レ ト ラ ク タ 部 材 の 遠 位 側 部 分 に 関 連 す る 遠 位 側 部 材 と 、
前 記 レ ト ラ ク タ 部 材 の 基 端 側 部 分 に 関 連 す る 基 端 側 部 材 と を 備 え 、
前 記 レ ト ラ ク タ 部 材 が 、 前 記 基 端 側 部 材 及 び 遠 端 側 部 材 を 互 い の 向 き に 引 き 寄 せ る よ う に
遠 位 側 部 材 に 関 し て 軸 方 向 に 動 か す こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 遠 位 側 部 材 と 基 端 側 部 材 間
の レ ト ラ ク タ 部 材 の 軸 方 向 の 長 さ を 短 く す る よ う に な っ て い る 医 療 用 器 具 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 レ ト ラ ク タ 部 材 が ス リ ー ブ 部 材 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 ス リ ー ブ 部 材
が 遠 位 側 部 材 を 巻 い て 延 長 す る 。 或 る 実 施 例 で は 、 遠 位 側 部 材 が 、 弾 性 リ ン グ 部 材 例 え ば
Ｏ リ ン グ の よ う な リ ン グ 部 材 で あ る 。 或 る 実 施 例 で は 、 基 端 側 部 材 が レ ト ラ ク タ 部 材 に 結
合 さ れ て い る 。 基 端 側 部 材 は リ ン グ 部 材 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 が 柔 軟 な 材 料 で 形 成 さ れ る 。 或 る 構 成 で は 、 ス リ ー ブ が
基 端 側 部 材 か ら 遠 位 側 部 材 か ら 周 り を 延 長 し 、 か つ 基 端 側 部 材 の 外 側 に 戻 り 部 分 を 有 す る
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。
　 戻 り 部 分 は 、 リ ン グ 部 材 の よ う な ハ ン ド ル 部 材 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が ガ イ ド 部 材 を 有 す る 。
　 レ ト ラ ク タ 部 材 は 、 ガ イ ド 部 材 と 基 端 側 部 材 と の 間 を 延 長 さ せ る こ と で き る 。
　 ガ イ ド 部 材 は 、 基 端 側 部 材 の 受 け を 有 す る こ と が で き る 。
　 ガ イ ド 部 材 は 、 ガ イ ド リ ン グ 受 け 部 材 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス リ ー ブ の 戻 り 部 分 は 、 一 体 の バ ル ブ 部 材 を 提 供 す る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ
の 場 合 に 、 ス リ ー ブ の 戻 り 部 分 は 、 ア イ リ ス 絞 り バ ル ブ を 提 供 す る よ う に ね じ る こ と が で
き る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ の 戻 り 部 分 が ガ イ ド 部 材 に 取 り 付 け ら れ る 。
　 ス リ ー ブ の 戻 り 部 分 は 、 ス リ ー ブ 部 材 に よ り 画 定 さ れ る 開 口 の 中 に 延 長 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 器 具 は 、 ガ イ ド 部 材 を 基 端 側 部 材 に 固 定 す る た め の ロ ッ ク を 有 す る こ と が で き る 。
一 般 に 、 ガ イ ド 部 材 は 、 ロ ッ ク を 提 供 す る べ く 基 端 側 部 材 と 係 合 可 能 で あ る 。
　 ガ イ ド 部 材 は 、 基 端 側 部 材 と の し ま り ば め と す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 は 、 ア イ リ ス タ イ プ の バ ル ブ の よ う な バ ル ブ を 有 す
る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 は 、 閉 じ た 位 置 の よ う な 所 望 の 位 置 に バ ル ブ を 付 勢 す る た め
の 付 勢 部 材 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 は 、 基 端 側 部 材 の 基 端 側 に 配 置 さ れ る ガ イ ド 部 材 を 有 し 、 付
勢 手 段 が 基 端 側 部 材 と ガ イ ド 部 材 と の 間 に 設 け ら れ る 。 付 勢 手 段 は 、 コ イ ル ば ね の よ う な
ば ね で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 ス リ ー ブ 部 材 が 、 基 端 側 部 材 と ガ イ ド 部 材 と の 間 を 延 長 し 、 か つ 付 勢
手 段 が ス リ ー ブ の 周 り に 配 置 さ れ る 。 ス リ ー ブ 部 材 は 、 レ ト ラ ク タ 部 材 の 延 長 部 と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 或 る 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が 、 切 開 創 か ら 器 具 を 解 放 す る た め の 解 放 部 材 を 有 す る 。 解
放 部 材 は 、 基 部 を 遠 位 側 端 部 か ら 延 長 す る 引 ひ も 又 は リ ボ ン の よ う な 細 長 い 部 材 で 構 成 す
る こ と が で き る 。
　 解 放 部 材 は 、 遠 位 側 部 材 か ら 延 長 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
  或 る 実 施 例 で は 、 バ ル ブ が 基 端 側 部 材 の 基 端 側 に 配 置 さ れ 又 は 配 置 可 能 で あ る 。 柔 軟 な
材 料 を バ ル ブ と 基 端 側 部 材 と の 間 に 設 け る こ と が で き る 。 柔 軟 な 材 料 は 、 レ ト ラ ク タ 部 材
の 基 端 側 延 長 部 か ら 構 成 す る こ と が で き る 。
　 或 る 実 施 例 で は 、 柔 軟 な 材 料 が ス リ ー ブ 部 分 を 有 す る 。
　 別 の 実 施 例 で は 、 バ ル ブ が リ ッ プ シ ー ル で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、
　 遠 位 側 部 分 及 び 基 端 側 部 分 を 有 す る レ ト ラ ク タ 部 材 と 、 遠 位 側 部 分 に 関 連 す る 遠 位 側 部
材 と 、 及 び 基 端 側 部 分 に 関 連 す る 基 端 側 部 分 と を 有 す る 器 具 を 提 供 す る 過 程 と 、
　 患 者 に 作 ら れ る 切 開 創 の 中 に 遠 位 側 部 材 及 び レ ト ラ ク タ 部 材 の 遠 位 側 部 分 を 挿 入 す る 過
程 と 、
　 レ ト ラ ク タ 部 材 を 遠 位 側 部 材 に 関 し て 軸 方 向 に 引 張 り 、 遠 位 側 部 材 及 び 基 端 側 部 材 を 互
い の 向 き に 引 き 寄 せ る こ と に よ り 、 遠 位 側 部 材 と 基 端 側 部 材 間 の レ ト ラ ク タ 部 材 の 軸 方 向
の 長 さ を 短 く し か つ 切 開 創 を 開 創 す る 過 程 を 有 す る 切 開 創 の 開 創 方 法 が 提 供 さ れ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ 、 そ の 単 な る 実 施 例 と し て 以 下 に 記 載 さ れ る い く つ か
の 実 施 例 の い く つ か の 詳 細 な 説 明 か ら よ り 明 確 に 理 解 す る こ と が で き る 。
　 添 付 図 面 に 関 し 、 先 ず そ の 図 １ 乃 至 図 １ ０ に は 、 ス リ ー ブ ２ に よ り 提 供 さ れ る レ ト ラ ク
タ 部 材 と 、 Ｏ リ ン グ の よ う な 弾 性 材 料 か ら な る 遠 位 側 リ ン グ ３ に よ り 提 供 さ れ る 遠 位 側 部
材 と 、 同 じ く Ｏ リ ン グ で あ る よ う な 基 端 側 リ ン グ ４ に よ り 提 供 さ れ る 基 端 側 部 材 と を 有 す
る 器 具 １ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス リ ー ブ ２ は 、 柔 軟 な プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 材 料 の よ う な 適 当 な 材 料 で 形 成 さ れ 、 か つ
本 実 施 例 で は 患 者 の 腹 腔 ７ に 形 成 さ れ た 切 開 創 ６ の 中 に 挿 入 す る た め の 遠 位 側 部 分 ５ と 、
切 開 創 ６ か ら 患 者 の 外 側 に 延 長 す る た め の 基 端 側 部 分 ８ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 遠 位 側 リ ン グ が ス リ ー ブ ２ に 固 定 さ れ ず 、 む し ろ ス リ ー ブ ２ は リ ン グ ３
の 周 り に 案 内 さ れ て 、 幾 分 プ ー リ の よ う な 手 法 で 遠 位 側 リ ン グ ３ に 関 し て 軸 方 向 に 自 由 に
動 く こ と が で き る 。 基 端 側 リ ン グ ４ は ス リ ー ブ ２ に 、 本 実 施 例 で は そ の 基 端 側 内 端 部 に 固
定 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ ２ の 端 部 は 、 本 実 施 例 で は つ か み リ ン グ １ ５ に よ り 補 強 さ れ た ハ
ン ド ル ま た は つ か み 部 に 至 っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に よ る レ ト ラ ク タ 器 具 を 構 成 す る た め に 、 ス リ ー ブ ２ に は 、 先 ず そ の 一 方 の 端 部
に 固 定 さ れ た つ か み リ ン グ １ ５ と 、 他 方 の 端 部 に 固 定 さ れ た 基 端 側 リ ン グ ４ と が 設 け ら れ
る （ 図 ３ ， 図 ４ ） 。 次 に 遠 位 側 リ ン グ ３ を 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス リ ー ブ ２ の 上
に 配 置 す る 。 次 に つ か み リ ン グ １ ５ を 用 い て 、 つ か み リ ン グ １ ５ が 最 も 上 に な る 図 １ 及 び
図 ２ の 形 態 に ス リ ー ブ ２ を 折 り 返 す よ う に 、 ス リ ー ブ ２ を 扱 う 。 前 記 ス リ ー ブ は 基 端 側 リ
ン グ ４ か ら 延 長 し 、 か つ 遠 位 側 リ ン グ ３ は ス リ ー ブ ２ の 内 層 ２ ａ と 外 層 ２ ｂ と の 間 に 収 容
さ れ る 。 こ こ で 、 前 記 器 具 は 使 う 準 備 が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 弾 性 を 有 す る 遠 位 側 リ ン グ ３ を 丸 め て 、 図 ４ に 示 す よ う に ス リ ー ブ ２ の 遠 位 側 端 部 ５ と
共 に 切 開 創 ６ の 中 に 挿 入 す る 。 次 に 、 ス リ ー ブ ２ を 図 ８ 乃 至 図 １ ０ の 矢 印 Ａ の 向 き に 引 き
上 げ る 。 ス リ ー ブ ２ を 引 き 上 げ る と 、 外 層 ２ ｂ が 引 っ 張 ら れ 、 内 層 ２ ａ が 基 端 側 リ ン グ ３
の 周 り に 引 き 寄 せ ら れ る 。 こ の 結 果 、 基 端 側 リ ン グ ４ と 遠 位 側 リ ン グ ３ と の 間 の 軸 方 向 の
長 さ が 短 く な り 、 前 記 ス リ ー ブ を ピ ン と 張 ら せ て 、 切 開 創 ６ の 縁 に 開 創 力 を 作 用 さ せ る 。
こ の シ ス テ ム は 、 ス リ ー ブ ２ に 張 力 が 作 用 し か つ 引 張 り 力 が 解 放 さ れ る と 、 開 創 力 が 作 用
し た 状 態 で リ ン グ ３ ， ４ が 所 定 位 置 に 維 持 さ れ る の で 、 セ ル フ ロ ッ ク 機 構 と 考 え ら れ る 。
こ の セ ル フ ロ ッ ク に は 、 こ の 形 態 に お け る 前 記 ス リ ー ブ の 内 層 及 び 外 層 間 の 摩 擦 係 合 が 寄
与 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 前 記 切 開 創 は 開 創 さ れ て い る と き 、 そ の 縁 は 前 記 ス リ ー ブ に よ り 保 護 さ れ て い る 。 開 創
時 、 例 え ば 外 科 医 が そ の 手 及 び ／ ま た は 器 具 を 挿 入 し て 処 置 を 行 う た め の ア ク セ ス ポ ー ト
が 提 供 さ れ る 。 前 記 器 具 は 、 切 開 手 術 に お け る レ ト ラ ク タ 即 ち 開 創 器 と し て 、 ま た は 腹 腔
鏡 補 助 下 手 術 に お い て バ ル ブ ／ シ ー ル が 使 用 で き る よ う に す る た め の 、 も し く は 一 般 に 器
具 や 手 の ア ク セ ス の た め の ベ ー ス と し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 前 記 切 開 創 の 外 側 の 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 ２ ０ は 、 例 え ば 切 り 離 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 レ ト ラ ク タ は あ る 範 囲 の 大 き さ の 切 開 創 に 適 し て お り 、 か つ 容 易 に 製 造 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 使 用 時 に 扱 う こ と が 比 較 的 容 易 で あ る 。 こ れ は 開 創 す る だ け で な く 切 開 創
を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ １ 乃 至 図 １ ９ に 関 し 、 図 １ 乃 至 図 １ ０ に 関 連 し て 上 述 し た 器 具 に 類 似 す る 、 本 発 明

10

20

30

40

50

(17) JP 2006-501973 A 2006.1.19



に よ る 別 の 器 具 ５ ０ が 示 さ れ 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例
で は 、 前 記 器 具 が 基 端 側 リ ン グ ４ の た め の ガ イ ド 部 材 ５ １ を 有 す る 。 ガ イ ド 部 材 ５ １ は 、
図 示 す る よ う に リ ン グ ４ に 適 合 す る 大 き さ の 内 向 き の Ｃ 字 形 溝 ５ ２ を 有 す る 環 状 リ ン グ 部
材 の 形 態 を な す 。 ス リ ー ブ ２ の 外 層 は 、 リ ン グ ４ と ガ イ ド ５ １ と の 間 に 挟 ま れ て 、 ス リ ー
ブ ２ の 引 張 り を 更 に 制 御 し 、 そ れ に よ り 開 創 力 の 印 加 を 更 に 制 御 し て い る 。 ま た 、 ガ イ ド
５ １ は 、 基 端 側 リ ン グ ４ を 安 定 化 さ せ る の に 役 立 つ 。 器 具 ５ ０ の 使 用 方 法 が 図 １ ２ 乃 至 図
１ ５ に 示 さ れ て お り 、 上 述 し た そ れ と 類 似 し て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 リ ン グ ５ １ の よ う な あ ら ゆ る 適 当 な ガ イ ド が 、 前 記 ス リ ー ブ を 引 き 上 げ て 切 開 創 を 開 創
す る 際 に 基 端 側 リ ン グ ４ を 所 望 の 位 置 に 保 持 ／ 安 定 化 さ せ る の に 役 立 つ よ う に 用 い る こ と
が で き る 。 前 記 ガ イ ド が 、 リ ン グ ４ の 基 端 側 に 配 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 記 ガ イ ド 部 材 に よ っ て 、 バ ル ブ の よ う な 器 具 を 取 り 付 け る こ と が で き る モ ニ タ 部 材 が
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ６ に 関 し 、 本 実 施 例 で は 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 ２ ０ を 切 り 離 す こ と が で き る こ と を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ７ に 関 し 、 こ の 実 施 例 で は 、 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 切 開 創 内 に ひ っ く り 返 さ れ て い
る 。 こ の 形 態 で は 、 器 官 レ ト ラ ク タ と し て 機 能 し ま た は 外 科 医 に 入 り 込 む た め の 開 口 を 提
供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ８ 及 び 図 １ ９ に 関 し 、 こ の 実 施 例 で は 、 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が ね じ ら れ て 、 ア
イ リ ス 絞 り バ ル ブ ６ ５ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ０ 乃 至 図 ２ ２ に 示 さ れ る 実 施 例 で は 、 本 発 明 に よ る 器 具 ７ ０ が 一 体 型 の シ ー ル ／ バ
ル ブ ７ １ を 有 す る 。 器 具 ７ ０ は 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ９ に 関 連 し て 上 述 し た そ れ と 類 似 し て お
り 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 ガ イ ド 部 材 ５ ０ が 、
図 ２ １ に 示 さ れ る よ う な つ か み リ ン グ １ ５ を 受 け る た め の 外 側 溝 ７ ５ を 有 す る 。 余 分 な ス
リ ー ブ 部 分 ２ ０ は 外 方 下 向 き に 折 り 返 さ れ 、 つ か み リ ン グ １ ５ が 溝 ７ ５ 内 に 係 合 し て 、 機
密 な シ ー ル を 提 供 す る 。 こ の 形 態 で は 、 膨 張 ポ ー ト ７ ６ を 介 し て 前 記 余 分 な ス リ ー ブ 部 分
を 膨 張 さ せ て 、 一 体 型 の ア ク セ ス バ ル ブ ７ １ を 設 け る こ と が で き る （ 図 ２ ２ ） 。 こ の バ ル
ブ は 、 そ の 中 を 通 過 す る 手 、 器 具 又 は 類 似 物 と 気 密 に 係 合 す る の に 用 い る こ と が で き る 。
前 記 バ ル ブ を 画 定 す る 膨 張 さ せ た ス リ ー ブ 部 分 は 、 そ の 中 に 物 体 を 通 す 際 に 反 転 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ２ ３ 乃 至 図 ２ ８ に は 、 上 述 し た レ ト ラ ク タ に 類 似 す る 、 本 発 明 に よ る 別 の レ ト ラ ク タ
８ ０ が 示 さ れ 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 レ ト ラ ク
タ ８ ０ が 解 放 機 構 を 有 し 、 そ れ は 、 本 実 施 例 で は 、 一 方 の 端 部 ８ ２ に お い て 内 側 リ ン グ ３
に 結 合 さ れ 、 か つ 他 方 の 端 部 は 外 側 の 自 由 端 ８ ３ に 至 り 、 ユ ー ザ が 手 で つ か む こ と が で き
る 解 除 ひ も 又 は リ ボ ン ８ １ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 リ ボ ン ８ １ は 、 組 立 時 に 、 基 端 側 リ ン グ
４ と 外 側 ガ イ ド 部 材 ５ １ と の 間 の 隙 間 を 通 す こ と に よ り 、 該 リ ン グ ４ と ガ イ ド 部 材 と の 間
に 配 置 さ れ る 。 リ ボ ン ８ １ は 、 切 開 創 内 に 位 置 す る 使 用 形 態 に お い て 、 セ ル フ ロ ッ ク さ れ
た ス リ ー ブ の 解 放 を 容 易 に す る 。 リ ボ ン ８ １ を 引 張 る こ と に よ り 内 側 リ ン グ ３ を 引 張 り 、
該 リ ン グ ３ を 前 記 切 開 創 の 内 壁 か ら 解 放 で き る よ う に し 、 そ れ に よ り 前 記 器 具 を 解 放 す る
。 こ の 動 作 は 、 リ ン グ ３ の 柔 軟 性 に よ っ て 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 構 成 の 利 点 は 、 ユ ー ザ は 前 記 器 具 を そ の セ ル フ ロ ッ ク さ れ た 開 創 形 態 か ら 容 易 に 解
放 で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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　 図 ２ ９ 乃 至 図 ３ ３ に 関 し 、 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 ９ ０ が 示 さ れ 、 上 述 し た 器 具 の そ れ と
類 似 す る 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 器 具 ９ ０ が 、 基 端 側 リ
ン グ ４ の た め の 下 側 ガ イ ド リ ン グ ５ １ と 、 そ の 間 を ス リ ー ブ ２ が 通 る 上 側 ガ イ ド リ ン グ ９
１ 及 び 第 ２ 基 端 側 リ ン グ ９ ２ に よ り 設 け ら れ る 外 側 ガ イ ド ア セ ン ブ リ と を 有 す る 。 全 て の
関 連 す る 実 施 例 に お い て 、 リ ン グ ９ １ の よ う な 上 側 ガ イ ド に よ っ て 第 ２ の 取 付 部 材 が 、 同
様 に 取 付 部 材 を 提 供 す る リ ン グ ５ １ の よ う な 第 １ の ガ イ ド 部 材 の 基 端 側 に 配 置 さ れ る 。 前
記 器 具 は 、 第 一 に 上 述 し た よ う に 切 開 創 を 開 創 す る の に 用 い ら れ る 。 こ の 段 階 で は 、 前 記
外 側 ガ イ ド ア セ ン ブ リ が ガ イ ド 部 材 ５ １ よ り 基 端 側 リ ン グ ４ の 外 側 に な る と 好 都 合 で あ る
。 実 際 、 そ れ は 完 全 に 分 離 し 、 か つ 後 で 、 図 ３ ０ に 示 す よ う に 切 開 創 を 開 創 し た と き の よ
う な 適 当 な 段 階 で ス リ ー ブ ２ に 結 合 す る こ と が で き る 。 次 に 、 前 記 外 側 ガ イ ド ア セ ン ブ リ
を 下 向 き に 、 図 ３ １ に 示 す よ う に 切 開 創 に 向 け て 動 か す 。 こ れ は ス リ ー ブ ２ を 上 向 き に 引
張 り な が ら 実 行 す る こ と が で き る 。 前 記 外 側 ガ イ ド ア セ ン ブ リ が ガ イ ド 部 材 ５ １ 付 近 に あ
る と き 、 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 余 分 な ス リ ー ブ 長 さ を 切 断 す る こ と が で き る 。 ガ イ ド 部 材
５ １ に 関 し て 前 記 ガ イ ド ア セ ン ブ リ を ね じ る こ と に よ っ て 、 ス リ ー ブ ２ が ね じ ら れ 、 ス リ
ー ブ ２ の 管 腔 を 閉 鎖 し 、 か つ 図 ３ ３ に 示 す よ う に ア イ リ ス タ イ プ の ア ク セ ス バ ル ブ ９ ５ を
形 成 す る 。 こ の よ う に し て 、 シ ー ル さ れ た ア ク セ ス ポ ー ト が 、 切 開 創 を 通 し た 手 及 び ／ ま
た 器 具 の た め の ア ク セ ス の た め に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 外 科 医 が 作 る 切 開 創 に つ い て 言 及 し て き た が 、 本 発 明 の 器 具 は 、 肉 体 の 開 口 部 の よ う な
あ ら ゆ る 開 口 の 開 創 に つ い て 適 用 で き る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ３ ４ 及 び 図 ３ ５ に 関 し 、 図 ２ ９ 乃 至 図 ３ ３ の 器 具 に 類 似 す る 、 本 発 明 に よ る 別 の レ ト
ラ ク タ 器 具 １ ０ ０ が 示 さ れ 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で
は 、 解 除 可 能 な ロ ッ ク が 設 け ら れ て 、 ア ク セ ス バ ル ブ ９ ５ を 閉 じ た 状 態 に 維 持 し て い る 。
相 互 に 噛 み 合 わ せ る た め に 、 本 実 施 例 で は 、 上 側 ガ イ ド リ ン グ ９ １ が 下 側 ガ イ ド リ ン グ ５
１ と の し ま り ば め で あ る 。 ね じ 込 み 式 ま た は 差 込 型 の 係 合 手 段 や 磁 石 、 ク リ ッ プ 及 び そ の
類 似 物 の よ う な 他 の 様 々 な ロ ッ ク 機 構 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ３ ６ 乃 至 図 ４ １ に 関 し 、 図 ２ ９ 乃 至 図 ３ ３ の 器 具 に 類 似 す る 、 本 発 明 に よ る 別 の レ ト
ラ ク タ 器 具 １ １ ０ が 示 さ れ 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で
は 、 前 記 器 具 に は 、 一 体 型 の バ ル ブ を 閉 じ た 位 置 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 が 組 み 込 ま れ て い る
。 こ の 付 勢 手 段 は 、 本 実 施 例 で は 、 ガ イ ド リ ン グ ５ １ ， ９ １ 間 の 前 記 ス リ ー ブ の 周 囲 に 配
置 さ れ る コ イ ル ば ね １ １ １ に よ っ て 提 供 さ れ る 。 使 用 時 に は 、 前 記 器 具 は 、 上 側 ガ イ ド リ
ン グ ９ １ を 下 向 き に 動 か す 際 に 、 ば ね １ １ １ が 同 じ く 下 向 き に 下 側 ガ イ ド リ ン グ ５ １ に 向
け て 、 最 初 は 図 ３ ８ に 示 す 位 置 ま で 動 く こ と を 除 い て 、 図 ２ ９ 乃 至 図 ３ ３ の 器 具 と 同 様 に
し て 使 用 さ れ る 。 こ の 段 階 で 、 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 を 取 り 除 く こ と が で き る 。 ば ね １ １ １
は 、 上 側 リ ン グ ９ １ を 下 向 き に 押 し な が ら 該 上 側 リ ン グ ９ １ を 回 転 さ せ る に つ れ て 緊 張 す
る 。 ２ つ の リ ン グ ５ １ 、 ９ １ 間 の ス リ ー ブ 材 料 が ね じ ら れ て 、 図 ３ ９ に 示 す よ う に ア イ リ
ス タ イ プ の バ ル ブ １ １ ２ を 開 け て 、 そ の 中 に 器 具 、 手 、 腕 ま た は 類 似 物 の よ う な 物 体 を 通
す た め に 、 前 記 ば ね の 付 勢 力 に 抗 し て 下 向 き の 力 を 印 加 し 、 上 側 リ ン グ ９ １ を 下 側 リ ン グ
５ １ に 向 け て 押 す 。 こ の 形 態 が 図 ４ ０ に 示 さ れ て い る 。 物 体 を 挿 入 し た と き 、 上 側 リ ン グ
９ １ が 解 放 さ れ 、 バ ル ブ を 物 体 の 周 囲 に 閉 じ る こ と が で き る 。 器 具 １ １ ０ の 操 作 は 、 図 ４
１ （ ａ ） 乃 至 図 ４ １ （ ｄ ） か ら 直 ち に 明 ら か で あ る 。 図 ４ １ （ ａ ） で は 、 閉 じ た 静 止 し た
形 態 の バ ル ブ １ １ ２ が 示 さ れ て い る 。 図 ４ １ （ ｂ ） は 、 バ ル ブ １ １ ２ を 開 く 下 向 き の 力 が
作 用 し て い る 状 態 を 示 し て い る 。 図 ４ １ （ ｃ ） に は 、 開 い た バ ル ブ １ １ ２ の 中 に 挿 入 さ れ
た 器 具 １ １ ３ の よ う な 物 体 が 示 さ れ て い る 。 図 ４ １ （ ｄ ） に は 、 上 側 リ ン グ ９ １ へ の 下 向
き の 圧 力 が 解 放 さ れ て 、 バ ル ブ １ １ ２ が 物 体 １ １ ３ の 周 囲 に 閉 じ 得 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ４ ２ 乃 至 図 ４ ５ に 関 し 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ８ の 器 具 に 類 似 す る い く つ か の 側 面 を 有 す る
、 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 １ ２ ０ が 示 さ れ 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。
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こ の 実 施 例 で は 、 前 記 器 具 が リ ッ プ シ ー ル １ ２ １ を 有 す る 。 リ ッ プ シ ー ル １ ２ １ は 、 そ の
中 に 器 具 の よ う な 物 体 １ ２ ３ を 通 す 中 央 孔 １ ２ ２ を 有 す る 膜 に よ っ て 提 供 さ れ る 。 リ ッ プ
シ ー ル １ ２ １ は 、 基 端 側 に 柔 軟 な ス リ ー ブ 部 分 １ ２ ５ が 提 供 さ れ る よ う に 、 ガ イ ド リ ン グ
５ １ の 基 端 側 の ス リ ー ブ に 上 に 配 置 さ れ る 。 こ の ス リ ー ブ 部 分 １ ２ ５ は 、 図 ４ ５ に 示 す よ
う に 、 物 体 １ ２ ３ の オ フ セ ッ ト 動 作 を 容 易 に す る 点 で 非 常 に 有 用 で あ る 。 ス リ ー ブ 部 分 １
２ ５ は 、 リ ッ プ シ ー ル １ ２ １ と 物 体 １ ２ ３ と の 間 の シ ー ル 係 合 を 維 持 し つ つ 、 物 体 １ ２ ３
の 動 き に 適 応 す る 。 こ の 特 徴 は 、 上 述 し た 他 の い く つ か の 特 徴 と 共 に 、 添 付 図 面 に 示 し た
も の 以 外 に 一 般 に 創 傷 プ ロ テ ク タ ／ レ ト ラ ク タ 及 び ア ク セ ス 部 品 の 他 の 構 造 と 関 連 し て 用
い ら れ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ４ ６ 乃 至 図 ４ ８ に は 、 図 １ １ 乃 至 図 １ ５ の そ れ に 類 似 す る い く つ か の 特 徴 を 有 す る 、
本 発 明 に よ る 別 の 器 具 １ ３ ０ が 示 さ れ 、 類 似 の 部 分 に は 同 じ 参 照 符 号 が 付 さ れ て い る 。 こ
の 実 施 例 で は 、 前 記 ス リ ー ブ が 、 前 記 器 具 が 開 創 形 態 に あ る と き 、 創 傷 の 外 側 に 基 端 側 部
分 を 有 す る 。 こ の 基 端 側 ス リ ー ブ 部 分 は 、 ガ イ ド リ ン グ ５ １ か ら 延 長 す る 第 １ 部 分 １ ３ １
と 、 第 １ 部 分 １ ３ １ か ら 延 長 す る 第 ２ 部 分 １ ３ ２ と を 有 す る 。 第 ２ 部 分 １ ３ ２ は 、 ２ つ の
離 隔 さ れ た ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ４ 、 １ ３ ５ の 間 に 画 定 さ れ る 。 ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ４ 、 １
３ ５ は 、 組 み 立 て 時 に 相 互 に 係 合 す る た め の 突 起 及 び 溝 の よ う な 係 合 の 特 徴 を 有 す る こ と
が 分 か る 。 ま た 、 ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ４ は 、 本 実 施 例 で は 突 起 １ ３ ８ に よ り 提 供 さ れ る ガ
イ ド リ ン グ ５ １ の 対 応 す る 係 合 要 素 と 組 み 立 て 時 に 係 合 す る た め の 、 本 実 施 例 で は 溝 １ ３
７ に よ り 提 供 さ れ る 係 合 要 素 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 前 記 器 具 は 、 上 述 し た よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ ス リ ー ブ 部 分 １ ３ １ 、 １ ３ ２ を 基 端 側 に 延
長 さ せ た ま ま 、 切 開 創 を 開 創 す る の に 適 し て い る 。 第 １ ス リ ー ブ 部 分 １ ３ １ は 余 分 な も の
で あ り 、 図 ４ ８ に 示 す よ う に 第 １ ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ４ を ガ イ ド リ ン グ １ ３ ８ に 組 み 立 て
た 時 に 取 り 除 き 、 又 は 丸 め る こ と が で き る 。 次 に 、 第 ２ 即 ち 上 側 ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ５ を
回 転 さ せ て ス リ ー ブ 部 分 １ ３ ２ を ね じ り 、 図 ４ ９ に 示 す よ う に ア イ リ ス タ イ プ の シ ー ル を
形 成 す る 。 ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ５ は 、 図 示 す る よ う に ア イ リ ス リ ン グ １ ３ ４ と 係 合 し て 、
前 記 バ ル ブ を 閉 じ た 状 態 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 述 し た い く つ か の 実 施 例 で は 、 バ ル ブ ８ ２ ９ が レ ト ラ ク タ ベ ー ス ８ １ １ に 直 接 取 り 付
ら れ て い る 。 レ ト ラ ク タ ８ １ １ と バ ル ブ ８ ２ ９ と の 間 に 柔 軟 な 継 手 を 設 け る こ と が 可 能 で
あ る 。 例 え ば 、 図 ９ ３ 及 び 図 ９ ４ に 示 す よ う に 、 こ の よ う な 柔 軟 な 継 手 は 、 レ ト ラ ク タ ８
１ １ と バ ル ブ ８ ２ ９ と の 間 を 延 長 す る 所 定 長 さ の 柔 軟 な ス リ ー ブ ８ ３ ０ に よ っ て 提 供 さ れ
す 。 柔 軟 な ス リ ー ブ ８ ３ ０ は 、 バ ル ブ ８ ２ ９ に 取 付 ら れ た 余 分 な レ ト ラ ク タ ス リ ー ブ 材 料
で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 実 施 例 で は 、 図 ５ ２ 乃 至 図 ５ ７ に 示 す よ う に 、 バ ル ブ ８ ６ ０ が レ ト ラ
ク タ ８ １ １ と 、 そ れ ら の 間 の 柔 軟 な 継 手 を 容 易 に す る よ う に 結 合 さ れ て い る 。 例 え ば 、 固
定 さ れ た 長 さ の ス リ ー ブ ８ ６ ２ が 、 レ ト ラ ク タ ８ １ １ の 外 側 基 端 側 リ ン グ ８ ６ ３ と バ ル ブ
８ ６ ０ と の 間 を 延 長 し て い る 。 レ ト ラ ク タ ８ １ １ か ら の 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 ８ ６ ４ は 、 バ
ル ブ ８ ６ ０ の 中 を 上 に 抜 け る こ と が で き る 。 バ ル ブ ８ ６ ０ を 押 し 下 げ て 、 余 分 な ス リ ー ブ
を 引 き 上 げ 、 レ ト ラ ク タ ベ ー ス ８ １ １ を 切 開 創 内 に し っ か り と 固 定 す る こ と が で き る 。 余
分 な ス リ ー ブ 材 料 ８ ６ ４ は 、 必 要 に よ り 切 除 し か つ 取 り 除 く こ と が で き る 。 柔 軟 な ス リ ー
ブ ８ ６ ４ に よ っ て 、 器 具 ／ 物 体 ８ １ ４ の 軸 へ の バ ル ブ シ ー ル を 傷 つ け る こ と な く 、 図 ５ ７
に 示 す よ う に 器 具 を 傾 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ５ ８ 及 び 図 ５ ９ に 示 す よ う に 、 ば ね ８ ６ ７ を 、 よ り 柔 軟 性 を 制 御 す る た め に 、 バ ル ブ
８ ６ ０ と レ ト ラ ク タ の 基 端 側 リ ン グ ８ ６ ３ と の 間 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ６ ０ 乃 至 図 ６ ２ に は 、 バ ル ブ ８ ７ ０ を レ ト ラ ク タ ８ １ １ に 解 除 可 能 に 取 り 付 け た 別 の
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モ ジ ュ ラ シ ス テ ム が 示 さ れ て い る 。 レ ト ラ ク タ ８ １ １ は 、 バ ル ブ ８ ７ ０ を 受 け る 凹 み ８ ７
２ を 設 け た 基 端 側 リ ン グ ８ ７ １ を 有 す る 。 器 具 の 軸 ８ １ ４ は 、 容 易 に バ ル ブ ８ ７ ０ 及 び レ
ト ラ ク タ ８ １ １ の 中 を 通 す こ と が で き る 。 少 な く と も 軸 ８ １ ４ の 部 分 ８ ７ ３ は 、 前 記 レ ト
ラ ク タ の 略 直 ぐ 遠 位 側 で 曲 げ ら れ 又 は 向 き を と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 図 ６ ３ 乃 至 図 ６ ６ で は 、 レ ト ラ ク タ １ １ １ か ら の 余 分 な ス リ ー ブ 材 料 ８ ８ １ を 用 い
て 、 レ ト ラ ク タ ８ １ １ に あ ら ゆ る 適 当 な バ ル ブ ８ ８ ０ を 結 合 す る こ と が で き る 。 バ ル ブ ８
８ ０ は 引 き 上 げ て レ ト ラ ク タ ベ ー ス ８ １ １ を 配 置 す る こ と が で き る 。 余 分 な ス リ ー ブ 材 料
８ ８ １ に よ っ て 、 曲 が っ た 軸 を 有 す る よ う な も の で さ え 、 器 具 ８ ８ ３ の よ う な 物 体 の 簡 単
な 導 入 を 容 易 に す る 柔 軟 な ネ ッ ク 部 が 提 供 さ れ る （ 図 １ １ ９ ） 。 図 １ ２ ０ に 示 す よ う に 、
こ の よ う な 構 造 は 、 バ ル ブ ８ ８ ０ を レ ト ラ ク タ ベ ー ス ８ １ １ に よ り 近 く 動 か す こ と が で き
る よ う に す る こ と に よ っ て 、 追 加 の 器 具 を 伸 ば す こ と を 容 易 に し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ６ ７ 乃 至 図 ７ ２ に は 、 創 傷 プ ロ テ ク タ 及 び レ ト ラ ク タ 器 具 ８ １ １ 及 び バ ル ブ ９ ０ ０ か
ら な る 別 の ア ク セ ス ポ ー ト が 示 さ れ て い る 。 バ ル ブ ９ ０ ０ は 、 本 実 施 例 で は 、 幾 分 折 り 曲
げ 可 能 な 飲 用 ス ト ロ ー の 折 り 曲 げ 可 能 な ヒ ン ジ 部 分 の よ う に し て 波 形 の 形 態 を 有 す る 可 鍛
性 材 料 で 形 成 さ れ た ス リ ー ブ ９ ０ ２ に よ り レ ト ラ ク タ 器 具 ８ １ １ の 外 側 ガ イ ド リ ン グ ９ ０
１ に 結 合 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ ９ ０ ２ は 、 前 記 レ ト ラ ク タ の 長 手 方 向 軸 か ら オ フ セ ッ ト す
る よ う に 予 め 形 成 し 、 器 具 又 は 類 似 物 の 挿 入 を 簡 単 に す る こ と が で き る 。 波 形 ス リ ー ブ ９
０ ２ は 、 図 ６ ８ に 示 す よ う に 圧 縮 し て 姿 勢 を 低 く し 、 図 ６ ９ 及 び 図 ７ ０ に 示 す よ う に 、 余
分 な レ ト ラ ク タ ス リ ー ブ の 輪 郭 を は っ き り さ せ る こ と を 容 易 に す る こ と が で き る 。 そ の 後
、 波 形 ス リ ー ブ ９ ０ ２ を 延 長 ／ 長 大 化 さ せ る こ と が で き 、 か つ 所 望 の 形 態 に 容 易 に 操 る こ
と が で き る 。 ス リ ー ブ ９ ０ ２ は 可 鍛 性 を 有 す る の で 、 腹 腔 に 圧 力 を か け た 時 で さ え 、 所 望
の 曲 げ 形 状 が 保 持 さ れ る 。 全 て の 余 分 な レ ト ラ ク タ ス リ ー ブ 材 料 ９ ０ ５ は 、 図 示 す る よ う
に 切 除 し 、 又 は 上 述 し た よ う に 用 い る こ と が で き る 。 こ れ に 関 連 し て 、 用 語 「 可 鍛 性 」 は
、 所 望 の 位 置 及 び ／ 又 は 向 き に 操 る こ と が で き る 、 及 び こ の 操 ら れ た 位 置 及 び ／ 又 は 向 き
を 、 例 え ば 腹 腔 鏡 器 具 の 部 分 挿 入 の 際 に 患 者 に 所 期 の 目 的 で 使 用 す る 際 に 印 加 す る 一 般 的
な 圧 力 や 張 力 の 下 で 維 持 す る 要 素 を 指 称 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 実 施 例 の ア ク セ ス ポ ー ト は 、 多 く の 方 法 で 用 い る こ と が で き る 。 あ る 方 法 で は 、 前 記
レ ト ラ ク タ を 上 述 し た よ う に 使 用 し 、 遠 位 側 の 内 側 リ ン グ を 切 開 創 内 に 挿 入 し 、 外 側 リ ン
グ を 滑 ら せ て 、 切 開 創 を 放 射 方 向 に 制 御 し な が ら 拡 張 さ せ る 。 次 に 前 記 レ ト ラ ク タ を 所 定
位 置 に 固 定 す る こ と が で き る 。 必 要 な 場 合 に は 、 外 側 リ ン グ を 更 に 下 向 き に 動 か し て 、 よ
り 大 き な 切 開 創 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 い く つ か の 構 成 で は 、 器 具 を 肉 体 の 外 側 で 手 で 曲 げ る こ と が で き 、 か つ 曲 げ た 器 具 を ア
ク セ ス ポ ー ト の 中 に 送 っ て 、 容 易 に 術 野 に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 更 に 別 の 実 施 例 で は 、 器 具 を ア ク セ ス ポ ー ト 内 に 挿 入 し 、 か つ 外 科 医 が 腹 壁 自 体 を 用 い
て 器 具 を 曲 げ 、 か つ 次 に 曲 げ た 部 分 を 更 に 腹 腔 内 に 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 全 て の 場 合 に お い て 、 前 記 ス リ ー ブ は バ ル ブ 又 は そ れ に 取 り 付 け ら れ た 他 の 要 素 を つ か
む こ と に よ っ て つ か む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 発 明 の ア ク セ ス ポ ー ト は 、 次 の 利 点 の 少 な く と も い く つ か を 有 す る 。
　
１ ． よ り 小 さ な 切 開 創 を 用 い た よ り 大 き な ア ク セ ス
２ ． 必 要 に 応 じ て （ 例 え ば 、 開 腹 術 （ lap coli.） の 際 の 検 体 の 除 去 ） 切 開 創 の 大 き さ を
変 更 で き る
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１ ． 創 縁 か ら の ガ ス 漏 れ が な い
２ ． 切 開 創 か ら 不 用 意 に 取 り 出 す こ と が で き な い
３ ． あ ら ゆ る 切 開 創 を シ ー ル し 、 二 次 的 な シ ー ル 方 法 （ 縫 合 、 ハ ッ ソ ン （ Hasson） ポ ー ト
等 ） を 全 く 必 要 と し な い
　
１ ． 腹 腔 内 に よ り 多 く の 作 業 空 間 を 取 り 戻 す （ 骨 盤 手 術 に お い て 重 要 ）
２ ． 根 治 的 前 立 腺 切 除 術 の よ う な 手 術 の た め の 会 陰 部 ア ク セ ス
　
１ ． 「 組 み 煙 突 」 作 用 の 無 い 密 な シ ー ル
２ ． 取 り 外 し 時 に 潜 在 的 な 汚 染 の 全 領 域 が 切 開 創 か ら 分 離 さ れ る
　
１ ． 器 具 の 有 効 作 業 長 さ を 増 加 す る
２ ． 腹 腔 外 で の よ り 大 き な 作 業 領 域
　
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 図 面 に 関 連 し て 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 そ の 構 造 及 び
詳 細 な 部 分 に お い て 様 々 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る レ ト ラ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 器 具 の 形 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ 及 び 図 ２ の 器 具 の 形 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 器 具 の 使 用 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 器 具 の 使 用 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 器 具 の 使 用 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 器 具 の 使 用 方 法 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 の 使 用 可 能 な 形 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 遠 位 側 部 分 を 切 開 創 の 中 に 挿 入 し た 図 １ １ の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 遠 位 側 部 分 を 切 開 創 の 中 に 挿 入 し た 図 １ １ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 切 開 創 を 開 創 し た 図 １ １ の 器 具 の 使 用 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 形 態 に お け る 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 取 り 外 し た 状 態 で の 現 場 で の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 切 開 創 の 中 に 戻 さ れ る よ う に 延 長 す る 現 場 で の 器 具 の 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が ね じ ら れ た 現 場 で の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が 更 に ね じ ら れ て ア イ リ ス バ ル ブ を 提 供 す る 状 態 の 図 １ ８
に 類 似 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 の 現 場 で の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 が ガ イ ド 部 材 に 取 り 付 け ら れ た 図 ２ ０ の 器 具 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ ２ 】 余 分 な ス リ ー ブ 部 分 を 膨 張 さ せ て 一 体 の 反 転 す る ア ク セ ス 部 分 を 提 供 す る 図 ２
１ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 解 放 器 具 を 組 み 込 ん だ 本 発 明 に よ る 別 の レ ト ラ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ の レ ト ラ ク タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 図 ２ ３ の 器 具 の 形 成 を 示 す 背 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 ２ ５ の 形 態 を な す 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ３ 乃 至 図 ２ ６ の レ ト ラ ク タ の 使 用 状 態 に お け る 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ ８ 】 解 放 器 具 の 操 作 を 示 す 図 ２ ３ 乃 至 図 ２ ７ の レ ト ラ ク タ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 挿 入 形 態 に お け る 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 切 開 創 の 所 定 位 置 に あ る 図 ２ ９ の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 別 の 形 態 に お け る 図 ３ ０ の 器 具 の 別 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 外 側 部 分 が 切 断 さ れ か つ バ ル ブ が 形 成 さ れ た 図 ３ １ の 器 具 の 別 の 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ ３ 】 バ ル ブ を 閉 じ た 状 態 の 図 ３ ２ の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 図 ２ ９ 乃 至 図 ３ ３ の 器 具 と 類 似 の 別 の 器 具 の バ ル ブ を 閉 じ た 状 態 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ３ ５ 】 図 ３ ４ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 付 勢 手 段 を 組 み 込 ん だ 図 ２ ９ 乃 至 図 ３ ３ の 器 具 に 類 似 の 別 の 器 具 の 挿 入 形 態 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 図 ３ ６ の 器 具 の 開 創 形 態 の 別 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 別 の 形 態 で か つ 余 分 な ス リ ー ブ を 取 り 外 し た 状 態 で の 図 ３ ７ の 器 具 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ３ ９ 】 バ ル ブ を 閉 じ た 状 態 の 図 ３ ８ の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 バ ル ブ を 部 分 的 に 開 い た 状 態 の 図 ３ ９ の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 バ ル ブ の 中 に 物 体 を 挿 入 し た 状 態 の 図 ３ ９ の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 切 開 創 内 の 所 定 位 置 に あ る 図 ４ ２ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 そ の 中 に 物 体 を 延 長 さ せ た 状 態 の 図 ４ ３ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 器 具 の 長 手 方 向 軸 か ら 物 体 を オ フ セ ッ ト し た 図 ４ ４ に 類 似 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 切 開 創 内 へ の 挿 入 時 の 本 発 明 に よ る 別 の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 切 開 創 を 開 創 し た 状 態 の 図 ４ ６ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 ア イ リ ス バ ル ブ の 形 成 を 示 す 図 ４ ７ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 ア イ リ ス バ ル ブ の 形 成 を 示 す 図 ４ ７ の 器 具 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 所 定 位 置 に 器 具 を 設 け た 図 ５ ０ の ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ６ 】 更 に 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 更 に 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ８ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ９ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ０ 】 更 に 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ １ 】 更 に 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ２ 】 更 に 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ３ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ４ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ５ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ６ 】 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ７ 】 本 発 明 の 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ８ 】 本 発 明 の 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ ９ 】 本 発 明 の 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ０ 】 本 発 明 の 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ １ 】 本 発 明 の 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ２ 】 本 発 明 の 別 の ア ク セ ス ポ ー ト の 断 面 図 で あ る 。

10

20

30

40

(23) JP 2006-501973 A 2006.1.19



【 図 １ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ２ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(24) JP 2006-501973 A 2006.1.19



【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】
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【 図 ５ ８ 】

【 図 ５ ９ 】
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【 図 ６ １ 】
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【 図 ６ ５ 】 【 図 ６ ６ 】

【 図 ６ ７ 】

【 図 ６ ８ 】
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【 図 ７ １ 】

【 図 ７ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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